
元気に集団登校 1日のスタートはさわやかに！ 

平成２７年 ６月 ８日 

四日市市立小山田小学校 

新年度になって 2 か月がたちました。落ち着いて勉強に取り組み、休み時間には元気に外遊びを楽
しむ子どもたちの姿が見られます。

そして、いよいよプールの季節。プール開きは 6月 11日（木）の予定です。わくわく楽しみですね。
ちょっと苦手な子も、少しずつ練習して水に親しんでほしいと思います。

力いっぱい水遊びを楽しんだり、泳力を高めるための練習に取り組んだりできるように、ご家庭で

もお子様の健康にご留意いただき、プールカードを持たせていただきますようお願いいたします。

 右の写真は、6月2日に行われた5，6年生
によるプール掃除の様子です。

 プールの底や壁をゴシゴシ磨いたり、プー

ルサイドや更衣室、トイレなどをきれいに掃

除したりしました。

 高学年が一生けんめい取り組んでくれたお

かげで、みんな気持ちよく水泳ができます。

5月 25日から 6月 5日にかけて、前期図書館まつりがありました。各教室での朝の読書や図書
委員会によるイベント「図書館ビンゴ」、学校図書司書による読み聞かせなど、様々な活動を通し

て子どもたちは本に親しみました。

 また、今年度も図書支援員の皆さんにお世話になり、各教室で読み聞かせをしていただきました。

子どもたちは本の世界に引き込まれ、熱心に聞き入っていました（写真）。

図書支援員の皆さん、すてきな本との出会いをありがとうございました。

おはよう 

ございます！ 



小山田小学校長 

 5，6年生の２学級の授業に、中学校の先生が参加しました（5月28日、29日）。 

6年生の算数では、数学の先生から「この内容をしっかり理解しておくと、中学校で困らないよ」

とアドバイスをもらいました。5 年生の国語では、「春」から連想する言葉（花ぐもり、菜種梅雨な

ど）を教わり、さっそく俳句の創作に活かしている子もみられました（写真）。 

このように中学校の先生が小学校の授業に参加する「乗り入れ授業」は、市内の全中学校区で進め

ている「学びの一体化」事業の一環です。子どもたちが中学校の先生の人柄や教え方にふれることで

学習意欲の向上を図り、中1ギャップの解消をめざします。また、小学校と中学校の先生同士が子ど

もを中心とした連携をより深めることで、校区における課題の共有や教育力向上を図ります。 

今後も中学校区で「学びの一体化」の取り組みを進めていきます。 

6月 2日から 4日間、4人の中学生が小
山田小で職業体験をしました。一緒に勉強

や遊びをしたり、給食を食べたり、先生の

仕事を手伝ったりなどしました。

4 人は「給食のとき、ここに来てと言われてう
れしかった」「プール掃除は、みんなもぼくもがん

ばりました」「大変だけどやりがいのある仕事だと

思いました」「小山田小の子は元気があって仲よく

してくれました」などの感想を言っていました。

 少し前になりますが、ある教室でこんな場面に出合いました。 

 一人の子がみんなの前で進んで自分の作文を発表しようとしたの

ですが、緊張からかうまく話せない様子でした。周りの子も担任も、

温かい言葉で励ましながら、その子のがんばりをじっと待ちます。 

時間はかかりましたが、何とか発表することができたその子に対

して、教室中から自然と大きな拍手と歓声が起こりました。 

私は「よかったね。クラスのみんなも優しいね」と声をかけなが

ら、とても温かい気持ちで教室をあとにしました。 

このような心の交流によって、「個が生きる、共に生きる」雰囲気

がつくられていくのだと改めて感じました。 

※ 私ごとですが、5月中は、目の病気のためにお休みをいただきました。いろいろとご心配をおかけしました。（森本）


